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告
知
板

▼
４
月
に
多

く
の
マ
ス
コ

ミ
で
「
校
内

人
事
の
選

挙
」
が
問
題

と
い
う
報
道

が
さ
れ
、
国

会
で
も
取
り

上
げ
ら
れ

た
。し
か
し
、

当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
学
校

教
育
法
に
教
職
員
の
意
向
を

校
長
が
尊
重
し
て
は
い
け
な

い
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
▼

今
回
の
校
内
人
事
に
関
す
る

攻
撃
の
背
景
に
は
、
現
場
教

職
員
の
自
主
性
・
自
発
性
に

基
づ
く
教
育
活
動
を
敵
視
す

る
橋
下
・
維
新
の
会
が
す
す

め
、
安
倍
首
相
が
後
押
し
し

て
い
る
、
政
治
に
よ
る
教
育

の
支
配
・
統
制
が
あ
る
▼
教

育
現
場
だ
け
で
な
く
、
全
て

の
職
場
で
「
労
働
者
が
自
由

に
意
見
が
言
え
る
」
こ
と
が

大
切
だ
。
そ
う
し
た
中
で
、

働
く
や
り
が
い
が
発
揮
さ
れ

る
は
ず
。
そ
の
保
障
は
団
結

の
力
。
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

っ
て
い
こ
う
。

天満でとどけ

　第304号〈毎月10日発行〉
2014年５月10日

研修・学習会などにご利用ください

日　時：５月24日（土）10：00～
会　場：国労大阪会館３Ｆ　中会議室
　　　　　　　大阪市北区錦町２－２
　　　　交通／�地下鉄扇町駅、JR環状線天満駅下車、徒歩すぐ
参加費：1000円【昼食代含む】

The Final

▶団結の力で悪法ストップするなっしー

　安倍政権は、憲法の平和主義を破壊し、日本を戦争でき
る国にし、労働者派遣法など労働法制の大改悪で日本を世
界で一番企業が活動しやすい国にしようと、暴走を続けて
います。しかし、国民の願いは正反対。今こそ憲法をいか
した社会が求められています。
　４月24日の夕方、大阪駅ヨドバシカメラ前で、大阪労連
は、全労連が全国で100万筆を目標にとりくみを進めてい
る、かがやけ憲法署名の推進、秘密保護法廃止に向け「か
がやけ憲法！秘密保護法廃止！暮らし、職場で憲法をいか
そう！」署名宣伝行動を行いました。

若者の署名が目立った

暮らし、職場で憲法が
いかされる社会に向け

大阪労連第25回囲碁・将棋大会

◀ デコプラコンクール1位の
大阪府職労の力作

第85回メーデー
　第85回大阪メーデーが５月１日、青空の広がる
扇町公園（大阪市北区）で開催され、６千人の労
働者、市民が参加しました。集会では、私たち国
民の生活や雇用の危機を打開し、日本を再び「戦
争できる国」へと突き進む動き、安倍政権や橋下
・維新の会による暴走政治にストップをかける国
民的・府民的共同のたたかいをすべての職場・地
域、学園から強めていくことを誓いあいました。
また、大阪府下でも、堺、豊能、河南など15カ所

で地域メーデーが開催され、の
べ１万５千人が参加しました。

「
か
が
や
け
憲
法
署
名
」を
ひ
ろ
げ
よ
う
！

団結の
力で

た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
実
行
委
員

長
の
川
辺
和
宏
大
阪
労
連
議

長
は
「
今
、
深
刻
な
消
費
税

増
税
に
よ
る
社
会
全
体
へ
の

打
撃
や
医
療
介
護
の
一
体
改

悪
に
よ
る
国
民
生
活
の
危
機

的
状
況
が
進
ん
で
、
格
差
と

貧
困
は
拡
大
す
る
ば
か
り
で

す
。
労
働
者
の
賃
上
げ
、
雇

用
・
国
民
生
活
の
改
善
、
消

　

高
々
と
要
求
を
掲
げ
た
ア

ド
バ
ル
ー
ン
に
囲
ま
れ
た
扇

町
公
園
で
は
、
第
85
回
大
阪

メ
ー
デ
ー
の
開
会
を
告
げ
る

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
に
続
き
、

開
会
宣
言
が
響
き
渡
り
ま
し

費
税
増
税
を
撤
回
し
、
さ
ら

な
る
引
き
上
げ
阻
止
し
、
平

和
と
憲
法
を
守
る
上
で
も
、

政
治
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と

は
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

暴
走
政
治
を
許
さ
な
い
大
き

な
国
民
共
同
の
た
た
か
い
を

す
す
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
」と
呼
び
か
け
、参
加
者

は
拍
手
で
こ
た
え
ま
し
た
。

　

各
界
か
ら
の
決
意
表
明
で

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
反
対
、

憲
法
守
れ
な

ど
の
訴
え

に
、
労
働
者

府
民
の
た
た

か
う
決
意
で

会
場
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　

「
社
会
保

障
制
度
改
悪

反
対
」「
原
発
な
く

せ
！
」「
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
反
対
！
」

「
暴
走
政
治
ス
ッ
ト

プ
」「
い
か
そ
う
憲

法
」
な
ど
と
書
か
れ

た
プ
ラ
カ
ー
ド
や
横

断
幕
を
持
ち
市
内
コ

ー
ス
に
分
か
れ
て
元

気
よ
く
デ
モ
行
進
を

行
い
ま
し
た
。

暴走政治をストップ！


